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１ はじめに 

 
国民体育大会は、昭和 21 年に京都を中心とした京阪神地域で第１回が開催

されて以来、都道府県持ち回りで開催されている国内最大のスポーツの祭典で

あり、国民の健康増進と体力向上、地方スポーツの振興と地方文化の発展等に

寄与してきた。 

 

本県においても昭和 52年に第 32 回国民体育大会「あすなろ国体」が、初の

完全国体（冬季、夏・秋季の全種目を同一県内で開催）により県内各地で開催

された。本県のスポーツ振興に多大な影響を与えるとともに、完全国体を成し

遂げた県民の自信と誇りは、その後の県勢発展の大きな原動力となった。 

 

しかし、あすなろ国体以後の 30 数年間で、国内は長期にわたる経済の停滞

により地方自治体の財政状況が厳しさを増すなど、国体を取り巻く環境は大き

く変化してきた。そのようなことから、公益財団法人日本体育協会は、国民体

育大会委員会において大会の充実・活性化、大会運営の簡素・効率化等、国体

のあり方について抜本的な見直しや改善策を検討するなど、様々な改革を進め

ながら国体が開催されてきているところである。 

 

そのような中、平成 25 年６月に、公益財団法人青森県体育協会から県、県

教育委員会並びに県議会に対し、「平成 37 年に開催の第 80 回国民体育大会本

大会の招致に関する要望書」が提出されたことから、開催の是非を含めた「青

森県らしい国体のあり方」等を検討するため、県教育委員会により青森県国体

検討懇話会が設置されるに至った。 

 

  本懇話会は、上記のような経緯を踏まえ、平成 26 年度及び平成 27 年度の

２カ年にわたって計６回の会議を開催し、様々な視点から議論を重ねた。国体

の開催は人づくり、地域づくり、未来づくりという視点から県民にとって有意

義であり、そして、青森県らしい国体の開催をひとつの目標として県民が一体

となって取り組むことが、地域の活力を生むとともに現在および将来的に直

面する課題の解決を可能とし、青森県の発展に繋がるという結論を得たので

ここに報告する。 
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２ 本県で国体を開催する意義 

あすなろ国体の開催は、本県にとってスポーツの振興やスポーツの社会的地
位の向上、スポーツ施設の充実等の意義があった。その後、30 数年が経過す
る中で、本県を取り巻く状況は変化してきており、これに伴い本県で国体を開
催するためには、現状に即した意義を明らかにする必要がある。 

このようなことから、本県で国体を開催する意義について「国体は本県に何
をもたらすのか」、「開催後の本県に何を残せるのか」、といった視点により検
討を行い、次のとおり整理した。 

 

 スポーツによる地域の活性化 

    人口減少や平均寿命全国最下位という状況の中で国体を開催するこ
とは、県民が年間を通してスポーツに親しむことや、スポーツを通し
た健康づくりや生きがいづくりにつながり、ひいては、健康寿命の延
伸をもたらす。 

また、多くの県民が国体の準備段階から参画することにより、各地
域における住民同士の結束力が高まるなど、コミュニティの再生が図
られる。さらには、各地域を訪れる参加者など大会関係者との新たな
交流が展開されるなど、地域の活性化に結び付く。  

   新たな競技力向上体制の構築・維持・発展 

国体の男女総合成績が低迷している中で、国体開催に向けて、選手
育成の指導方法を新たに検討・実践するなど、本県の競技力を向上・
維持・発展させる体制を構築することにより、国体開催後も継続して
優秀な選手を輩出することができる。 

   次代を担う子どもたちへ夢や希望を与える場の提供 

子どもの人口が減少し、更に体力の低下が問題となっている中で国
体を開催することは、次代を担う子どもたちが、トップアスリートの
競技を間近で見たり、総合開・閉会式や各競技会に何らかの形で参加
したりできる絶好の機会となる。その経験を通して、子どもたちはス
ポーツを「する」「みる」「ささえる」ことの素晴らしさを実感すると
ともに、夢や希望や勇気を抱き、将来にわたって強くたくましく生き
ていく力を身に着けることができる。 

   本県のあらゆる魅力の発信 

国体には、全国各地から数多くの選手・監督・役員・応援者等が参
加することから、そのような来県者に対し、本県の自然・歴史・文化・ 
食・物産等の魅力ある観光資源を情報発信することにより、本県が再
認識され、これまで以上により多くの人々が本県を再び訪れる契機と
なる。 

 

37



 

 

３ 国体開催にあたっての課題、対処方法 

   国体の開催には、様々な分野での課題があり、どのような対処方法がある

かを明らかにしておく必要があることから、各分野における課題、対処方法

について、次のとおり整理した。 

 

3.1 人財育成 

3.1.1 大会に関わる人財の育成 

  （１）競技力向上 
①競技力目標 

○「開催県にふさわしい成績を収める」という方向性を定め、競技

力向上を図るほか、子どもの体力向上や県民の健康づくりなどの

スポーツ振興にも幅広く取り組むことが大事である。 
○国体開催後を見据えた目標設定とすることが大事である。また、

招致が決まった際にはできるだけ早い時期での設定が必要である。 
 
②選手の育成・強化 

○競技人口の底辺の拡大を図るとともに、低年齢層からの一貫した

指導体制が専門的指導者により確立されることで、隙間のない選

手の育成・強化が行われることが大事である。 
○各競技団体が各年代の長期・中期・短期の計画を作成し、着実に

実行していく必要がある。 

○学校では児童生徒が減少し、部活動での指導が困難な場合もある

ため、総合型地域スポーツクラブ等との連携により、育成・強化

を行っていく必要がある。 

 
③指導者の育成・確保 

○各競技団体が、本県の競技レベルを把握した上で、選手の育成・

強化策を考える際、それに必要な指導者の育成・確保を考えるこ

とが大事である。また、県外の優秀な指導者の確保方法について

も検討する必要がある。 
○全国や世界で活躍した本県出身の選手が、その後、本県において

指導者として活躍できるようにするためには、県内の経済団体や

県体協などの協力等が必要である。 
○学校現場でのスポーツを指導できる教員の充実や、外部人材の活

用について検討する必要がある。 
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（２）大会運営 
○県、会場地市町村及び競技団体等が、早期に連携し、大会運営の

方針について共通理解のもとで、競技役員の育成、ボランティア

の養成をする必要がある。 
○会場地市町村と競技団体が定期的に会議を開催するなど、情報共

有や共通理解を図ることが大事である。 
 

3.1.2 その他人財の育成 

○スポーツをする子としない子の二極化が進んでいるため、国体開

催を契機に、小さい頃からスポーツに接する機会を設けることで

スポーツ活動や体力づくりの充実を図り、将来のスポーツの実施

率向上に繋げるといった取組が必要である。 
 
3.2 施設整備 

○競技会の開催に積極的な市町村については、施設整備も含め優先

的に開催できるよう配慮する必要がある。 
○財政規律を守りながら必要最小限の施設を県として整備する必要

がある。 
○県内で実施可能な施設が無い競技*の施設整備については、国体開

催後の活用が期待できない場合は、隣県等の施設を借用するなど

検討する必要がある。 
      

*県内で実施可能な施設が無い競技 
       国体の正式競技、特別競技の施設基準に照らし合わせたところ、県内で実施可能

な施設が無い競技は、水泳、ボート、ホッケー、ハンドボール、馬術、ライフル射

撃（ピストル）、クレー射撃及びスキー（ジャンプ）の８競技である。 
 
3.3 開催経費 

○競技者の競技力向上や競技役員の育成、ボランティアの養成等の

人財育成に取り組むことが大事であり、開催経費が施設整備に偏

らないように配慮する必要がある。 
○協賛金、寄付金等を募集する場合には、寄付等をしたことによる

利点や大会に参加していると自覚できる仕組みを作ることにより、

県民全体の盛り上がりに繋げることが必要である。 
○ふるさと納税制度等の様々な寄付金制度を利用、創設することに

より、県民や全国の青森県ゆかりの人々からも国体開催に向けた

応援を得ることが大事である。 
 

 

39



 

 

3.4 県民参加のあり方 

○地域一丸となって、競技会の運営に参画し、さらに来県者をもて

なすなど、地域全体で達成感を得ることにより、地域コミュニテ

ィが再生され、地域力が向上することが大事である。 
○競技者や大会役員以外の多くの県民が、積極的、自発的に参加す

ることが大事であり、青森県らしい取組について県と市町村が連

携して考え、推進していくことが必要である。 
○子どもたちが、国体の運営や応援等、様々な関わりに参加するこ

とで、充実感・達成感を持つことにより、一人ひとりの将来に繋

がることが大事であり、あらゆる場面での参加について検討する

必要がある。 
○大学生の力を取り入れることも大事であり、広報活動を行うボラ

ンティアチームを作るなど、活用について検討する必要がある。 
○既存の優秀な活動をする企業やＮＰＯ、町内会等が参加できるよ

うな、環境・美化運動等の地域づくりに取り組んでいく必要があ

る。 
○スポーツに関心が薄い人にも、国体を通してスポーツへの興味・

関心を喚起する。また、スポーツの価値が認識されるよう取り組

んでいく必要がある。 
○様々な国体関連事業に関するネーミングライツの募集や企画・運

営に参画させる方法等、企業をはじめとした民間活力を活用して

いく必要がある。 
 
3.5 市町村、関係団体との協力 

○市町村に国体開催が好機であると捉えていただくためには、国体

開催が地域づくり、人づくり、未来づくりをする上で大事な機会

であるということを示す必要がある。 
○何らかの形で国体に関わりたいという市町村の自発的な協力を大

事にしながら取り組む必要がある。 
○競技会の開催や県民運動の推進のために、各市町村においてもス

ポーツ団体や町内会等の様々な関係者からなる横断的な協力母体

を組織化する必要がある。 
○会場地市町村での競技会の運営においては、ボランティアの協力

が必要であり、県全体として、ボランティアの育成を図ることが

必要である。 
○各競技の試合や国体の準備状況等を広く県民へ周知することが大

事であり、情報発信のためにはマスメディアとの協力が必要であ

る。 
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４ 本県独自の国体像 

国体の開催に当たっては、人財育成等の様々な課題を克服した上で、本県

にとっての意義を見出し、「本県独自の国体像」を目指す必要がある。 

 そのようなことから、当懇話会では、 

①地域へのスポーツの定着 

②感動の創出 

③地域の活性化 

④県民一人ひとりの主体的な取組み 

⑤県民の元気な姿 
⑥本県の魅力のアピール 

といったキーワードを基に検討し、次の３点を国体像として掲げることとし

たものである。 
 

スポーツによる感動の創出と地域へのスポーツの定着 

スポーツを「する」「みる」「ささえる」など多様な場面で、感動が創出され

ることにより、県民の誰もがスポーツに関わる楽しさを感じることができる

環境が整備されるとともに、県内各地で地域住民がスポーツに取り組む習慣

が身につき、スポーツが地域に定着する。 
 

 

自発的、積極的な県民参加による地域の活性化 

県民一人ひとりが、開催準備に自発的、積極的に参加するとともに、スポー

ツを通した健康づくりなどに一丸となって取り組むことにより、全ての県民

が心身ともに健康な状態で大会を迎え、その後も各地域が元気で活力に満ち

た姿となる。 
 
 

来県者への熱い心でのおもてなしとあらゆる魅力の発信 

  大会に参加する選手・監督・役員・応援者など数多くの来県者を熱いおもて

なしの心で迎えるとともに、大会期間を通して本県のあらゆる魅力を体感し

ていただくことにより、再び本県を訪問したいという気持ちを喚起する。 
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５ おわりに 

「雪が吹きすさび、樹々も凍りつく北国の冬。それは長くきびしい。しかし、

春への力をたくわえ、希望がふくらむ季節でもある。」これは、あすなろ国体

秋季大会開会式の集団演技冒頭の内容である。 
本州最北端に位置する本県は、厳しい季節とそれに耐えるからこそ享受でき

る美しい自然に囲まれながら、先人達の培ってきた伝統や文化、知恵等により、

発展してきた。 
 
本県は今、人口減少、地域経済の低迷、平均寿命の全国最下位といった難題

を抱えており、県や各市町村において、問題解決のために様々な取組が行われ

ているところである。 
このような中で、本県で国体が開催されることは、県民のスポーツに対する

興味・関心を高めるほか、スポーツによる地域の活性化やスポーツを通じた健

康づくりの推進、次代を担う子どもたちに夢や希望を与えるなど、本県にとっ

て、新たな活力の創出に繋がるという意味で、大いに意義があると確信する。 
また、本年 10月にスポーツ庁が創設されることが決定しており、2020 年の

東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、これまで以上に幅広い分野

でのスポーツ振興がより一層図られることは確実である。 
これら国体開催の意義や国内のスポーツを取り巻く状況が及ぼす様々な効

果や影響は、本県が取り組む課題解決の追い風となり、「スポーツが盛んな青

森県*」の実現にも近づくことが期待できる。 
 
国体は単なるスポーツイベントではない。また、単に成功して終了となるイ

ベントでもない。準備段階から県民が一丸となって取り組み、大会を成功に導

くことにより得られる一体感や達成感は、本県の明日の活力の源となり、将来

の県民へと引き継がれる貴重なレガシー（遺産）となる。 
以上のようなことから、当懇話会では、平成 37 年に開催される第 80回国民

体育大会本大会を招致することが望ましいという結論に至ったものである。 

あわせて、本県のこれまでのスポーツ大会の開催実績や年間を通してスポー

ツに親しむことにより健康長寿にも繋がるなどの本県のスポーツ振興を考え

れば、同年に冬季国体を開催することにより、あすなろ国体と同様、完全国体

とすることについても強く期待したい。 
ついては、県に招致について早期の意志決定をしていただき、開催により得

られる効果や影響を最大限に活用し、よりよい青森県になることを切に希望す

る。 
 

 

 

*スポーツが盛んな青森県（青森県基本計画 未来を変える挑戦より） 
 県民は子どもから高齢者まで、誰もがスポーツに親しんでいます。 
 また、青森県は、全国大会などで活躍する選手やスポーツ活動を支える人財などを多く輩
出しています。 
 さらに、こうした人財が活躍し、県内外から人が集まる交流拠点となっているとともに、
各地域が活性化しています。 
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H28.6.17

総数 中央からの派遣数 県内の役員数
中央派遣

割合（%）

1 448 25 423 5.6%
2 水泳 （共通） 19 11 8 57.9%

（競泳） 168 11 157 6.5%
　　　　　　　 （飛込） 59 12 47 20.3%

（水球） 89 13 76 14.6%
（シンクロ） 66 10 56 15.2%

3 387 65 322 16.8%
4 148 6 142 4.1%
5 120 20 100 16.7%
6 79 34 45 43.0%
7 84 37 47 44.0%
8 245 8 237 3.3%
9 体　操 （競技） 211 50 161 23.7%

（新体操） 145 14 131 9.7%
10 313 41 272 13.1%
11 146 55 91 37.7%
12 220 31 189 14.1%
13 123 12 111 9.8%
14 151 38 113 25.2%
15 235 20 215 8.5%
16 140 9 131 6.4%
17 149 9 140 6.0%
18 209 14 195 6.7%
19 130 21 109 16.2%
20 200 33 167 16.5%
21 102 38 64 37.3%
22 125 34 91 27.2%
23 320 16 304 5.0%
24 295 13 282 4.4%
25 148 1 147 .7%
26 154 33 121 21.4%
27 112 29 83 25.9%
28 115 6 109 5.2%
29 112 18 94 16.1%
30 カヌー （共通） 9 4 5 44.4%

（ｽﾌﾟﾘﾝﾄ） 98 17 81 17.3%
（ｽﾗ･ﾜｲ） 128 17 111 13.3%

31 91 6 85 6.6%
32 173 49 124 28.3%
33 112 26 86 23.2%
34 127 13 114 10.2%
35 158 13 145 8.2%
36 111 6 105 5.4%
37 88 20 68 22.7%
38 101 25 76 24.8%
39 高校野球 （硬式） 77 3 74 3.9%

（軟式） 50 3 47 6.0%
7090 989 6101 13.9%

銃剣道

クレー射撃

計

自転車（トラック・ロード）

アーチェリー

空手道

なぎなた

ボウリング

ゴルフ

トライアスロン

バドミントン

弓　道

ライフル射撃

剣　道

ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ

山　岳

軟式野球

相　撲

馬　術

フェンシング

柔　道

ソフトボール

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール

ソフトテニス

卓　球

ホッケー

ボクシング

バレーボール

バスケットボール

レスリング

国民体育大会競技役員編成数（日本体育協会基準）

競技団体名

陸上競技

サッカー

テニス

ボート

参考資料４
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